
























日時 2007年 12月 6日（木曜）・7日（金曜） 
会場 京都大学経済学部 総合棟２階大会議室 
主催 京都大学上海センタ  ー 共催 慶北大学通商経済学部 
後援 京都大学上海センター協力会 
■12月6日（木曜）９時～11時半 
第Ⅰセッション（経済） 使用言語……日本語･韓国語 司会 岩本武和（京都大学） 
宇仁宏幸（京都大学）「輸出にかたよった生産性上昇と為替体制一東アジアとヨーロッパの比較」
金 煕 鎬（慶北大学）「外国為替のリスクプレミアムの測定誤差」 
■12月6日（木曜） 1時～3時 
第Ⅱセッション（経営） 使用言語……日本語･韓国語･英語 司会 菊谷達弥（京都大学） 
若林直樹（京都大学）「日本の企業間関係におけるネットワークと信頼」 
崔 種 珉（慶北大学）「IOSsの情報流通にもとづいた組織間関係の構造」 
■ 12月6日（木曜）3時半～5時半 
第Ⅲセッション（経済） 使用言語……英語 司会 大西広（京都大学） 
村瀬哲司（京都大学）「アジア通貨制度への展望と課題」 
河 仁 鳳（慶北大学）「韓国通貨危機のマクロ経済的要因」  
■レセプション 6時～7時半 於 時計台記念館第３会議室 
■12月７日（金曜）９時～11時半 
第Ⅳセッション（経営） 使用言語……日本語･韓国語･英語 司会 曳野孝（京都大学） 
若林靖永（京都大学）「顧客第一主義の崩壊と再構築」 
文 桂 完（慶北大学）「知識の創出空間における実践共同体の効果的な実現 
― 一つの事例研究（サムソン電子）」 
























中国は 1994 年以降、人民元をアメリカドルに連動させてきた（1 ドル 8.3 元）。これは他国と同
じように、経済成長を支える貿易と投資を為替変動が妨げないようにするためである。中国は2005
年にドルペッグ制をやめ、通貨バスケット制を導入したが、このバスケットもドルへ大きく傾いて
いた。ドルに連動するということは、中国の通貨がドルと並行して上昇・下落することを意味する。
よって、1990年代後半のアジア金融危機の期間、人民元は近隣アジア諸国の輸出競争相手の減価通
貨に対して、ドルとともに40％も強くなっていた。皮肉にも、中国政府がアジア危機の間に行った、
この人民元高の維持こそが、アジアにおける通貨の切り下げ競争スパイラルに陥ることを効果的に
阻止し、当該地域の金融市場を落ち着かせた要因であると考えられる。中国のドルペッグは地域的
な利益を生み出したが、アメリカの増大する貿易赤字の説明の一つとして中国政府による通貨操作
の疑惑が挙げられている。 
外貨を購入して人民元の上昇を制限することによって、中国が人民元のコントロールを行ってい
ることは明らかである。しかしながら、中国の競争力は安い人民元によるものというよりも、中国
の資源コスト（主に豊富で安価な熟練労働者）、そして低い貿易障壁と新しい技術によってもたら
された更なる効率性によるものである。よって、人民元の切り上げを行っても、アメリカおよびヨ
ーロッパ経済に一時的な救済をもたらすにすぎないであろう。 
ワシントンで開催された先進7カ国財務相・中央銀行総裁会議において、中国人民銀行の呉暁霊副
総裁は、中国通貨は正しい方向に進んでおり、最終的には他諸国にも満足してもらえるであろうと
話した。現段階での人民元の大幅な切り上げによって、中国経済が世界経済の大きな足かせへと変
化し、さらには日本のように回復期にある経済に悪影響を及ぼす危険がある。というのも、中国製
品は現在、日本製品のグローバル・バリューチェーンに十分統合されているからである。よって、
人民元の上昇が日本の景気回復を覆す原因になる可能性は除外できないと思われる。 
